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注意 

・試験開始の合図があるまで、問題冊子を開けないで下さい。  

・解答はすべて解答用紙に記入して下さい。 

・解答用紙の枠内に解答して下さい。 

・問題用紙は試験終了後に回収しますが、試験中は余白をメモとして使用してもかまいません。 

・解答時間は 60分です。 

・参考資料の持込は不可です。 

・英語辞書の持込可能です。 ※電子辞書の持込は不可です。 

・試験終了後はすべての用紙を回収します。 
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次の文章を読んで、以下の設問に答えてください。 

 

「第 3 章  手の営み」   

直立歩行という人間独特の体位によって手がはじめて自由になった。自然人類学からみて、

人間がいつから直立歩行するようになったか、ということは遥かな過去の霧の内にある。ま

た何故か、という研究もまだ仮説の範囲を出ない。しかし人間の手はもはやいかなる動物の

前肢ともことなっている。真の意味の「手」は人間にしかない。人間の手は高等な猿類とすら

形態的、解剖学的にことなる点が多く、特に拇指の大きさや位置に特色がある。またそればか

りでなく、何よりも脳の発達に関連して、機能的に比較にならない分化と発達をとげている。

それは宿命的に「表現」と「労役」に招かれている。周知のようにアリストテレスは手を「道

具の内の道具」「普遍の器官」とし、カントは「外部の脳」と呼んだ。手によって人間ははじ

めて辛酸に眼を開くことになる。……」（人麻呂）に精神の「意味」を与え、いささかの自覚

に漂着する。手の記憶には実感の重みがある・・・・・・・・・略・・・・・ 

しかし、同時に手によってはじめて過ち多き人生もつくられる。もし人間に手がなければ、 

すなわち、「四つ足」ならば、たとえどのように醜く、獣めいていようと、どれほど罪障や苦

悩から自由になることだろう。また手を失ったミロのヴィーナスが、そのことによってかえ

ってどれほど精神性を得ていることだろう。もしミロのヴィーナスに手があったら、F・ラヴ

ェッソンのように、それが暴力に対する説得の優位を象徴している、という理念を着想する

ことはできなかったにちがいない。しかし人は生活の「手」段をもたねばならず、また働き

「手」であらねばならない。また悪に「手を下す」ことにもなる。 

また、手は人間であるばかりでなく、手段であり、「手だて」である。道具は手の延長であり、

言葉はさらにその延長である。・・・・・・略・・・・・・・・・・・・・・・ 

また手はひとつの知であって、理解と把握である。こどもが得る最初の幸福は手の触覚に 

よる事物の確実な認知である。手は「掴まねばならない」。概念という言葉は把握からき 

ている。「手にとるように判る」というが、触覚は視覚や聴覚よりもものをしっかりと把える

ことができる。医療における触診は、どんなに診断技術が発達しても、恐らくその意義を失う

ことはないであろう。 
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【設問１】 

「人間にとって、真の意味での手とは何を意味するのか」について、あなたの考えを 400 字以内で

述べてください。 

 

 

 

【設問２】 

「医療における触診は、どんなに診断技術が発達しても、恐らくその意義を失うことはないであろう。」

と筆者は述べているが、その意義についてあなたの考えを 600 字以内で述べてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




